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カケハシ・プロジェクト（招へいプログラム） 

（アメリカ、日系青少年招へい第 2陣）の記録 

 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として、米国より大学生、

社会人69名および引率者6名が、2016年12月13日～20日の7泊8日の日程で来日し、

日本の政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政策等などの対日理解促進を目的とした

プログラムに参加しました。省庁講義、歴史的建造物視察、学校交流、ホームステイ等

を通じて幅広く日本を理解する機会を持ち、各々の関心事項や体験について SNS を通じ

て対外発信を行いました。また、帰国前の報告会では、訪日経験を生かした、帰国後の

アクションプラン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 

アメリカ 75 名 

 

【訪問地】 

東京都、神奈川県、三重県（グループＡ／Ｂ）、群馬県（グループＣ） 

  

２．日程    

１２月１３日（火）  成田国際空港より入国 

１２月１４日（水） 【オリエンテーション】 

 【講義】外務省北米局「日本の外交政策」 

 【歴史・文化】海外移住資料館 

１２月１５日（木）～１２月１８日（日） 

２つのグループに分かれ、グループＡ/Ｂは三重県、グループＣは群馬県を訪問 

地方プログラム終了後、１２月１９日に東京へ移動 

 

（１）グループＡ／Ｂ：三重県 

 【学校交流】皇學館大學 

 【表敬訪問・地域概要講義】伊勢市役所 

 【歴史的建造物】賓日館 

 【視察】夫婦岩 

 【歴史的建造物】伊勢神宮 

 【視察】おかげ横丁 

 【ホームステイ】 

 【ワークショップ】 
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（２）グループＣ：群馬県 

 【表敬訪問・地域概要講義】富岡市役所 

 【伝統文化】抹茶体験 

 【歴史的建造物】富岡製糸場 

 【学校交流】高崎商科大学 

 【ホームステイ】 

 【ワークショップ】 

 

１２月１９日（月） 【講義】日本アイ・ビー・エム株式会社  

 【報告会】 

１２月２０日（火） 【講義】内閣府 男女共同参画推進室 

 【商業施設視察】お台場 

  成田国際空港より出国 

 

 

３．プログラム記録写真  

東京都 

  

12/14【講義】外務省北米局「日本の外交

政策」（東京都） 

12/14【歴史・文化】海外移住資料館 

（東京都） 

  

12/14【歴史・文化】海外移住資料館 

（東京都） 

12/19【講義】日本アイ・ビー・エム株式

会社（東京都） 
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12/19【報告会】（東京都） 12/19【報告会】（東京都） 

地方プログラム グループＡ／Ｂ：三重県 

  

12/15【学校交流】皇學館大學(伊勢市) 
12/16【表敬訪問・地域概要講義】伊勢市役

所（伊勢市） 

  

12/16【歴史的建造物】賓日館（伊勢市） 
12/16【歴史的建造物】伊勢神宮 

（伊勢市） 

  

12/17【ホームステイ】（大紀町） 12/18【ホームステイ】歓送会 
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グループＣ：群馬県 

  

12/15【表敬訪問・地域概要講義】富岡市

役所（富岡市） 
12/15【伝統文化】抹茶体験（富岡市） 

  

12/15【歴史的建造物】富岡製糸場 

（富岡市） 
12/16【学校交流】高崎商科大学(高崎市) 

  

12/16【学校交流】だるま絵付け体験 

（高崎市） 
12/17【ホームステイ】餅つき（みなかみ町） 
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４．参加者の感想 

◆ アメリカ 大学生 

講義：最も感銘を受けた講義は海外移住資料館で聞いた「日系」というアイデンティティにつ

いてでした。「日系」という言葉を聞いたのは初めてでした。自分について人から聞かれた時、

自分のアイデンティティについてどう答えるかを考えさせられた内容でした。自分が何者であ

るか、自分の事をどう人に伝えるか、について何かが今までと変わりました。 

学校交流：皇學館大學での交流はとてもわくわくする体験でした。特に英語の授業に参加し

た時は、個人的に日本人学生と話すことが出来素晴らしい思い出になりました。又、（大学の）

神道博物館に行けたことも良い経験になりました。なぜなら私の祖母は神道なので、祖母が

どう考え育ってきたかに触れることが出来たからです。 

省庁関連：外務省の講義のおかげで政治の大切さについて気が付くことが出来ました。私は

理工系の専攻で、国際関係についての授業をあまり受ける機会がありませんでしたので、外

務省の講義から多くの情報を学べただけでなく、私の目を世界に目を向けさせてくれた新鮮

なものでした。 

ホームステイ：ホームステイは、KAKEHASHI プログラムの中でも楽しみにしていた内容です。

私が生活している（アメリカの）都市にはあまり日本人がいませんので、この体験により初め

て日本の文化を学ぶことが出来ました。 

 

◆ アメリカ 大学生 

講義は有益で大変興味深いものでした。講義の内容が、自分が大学で専攻しているグロー

バル・スタディのクラスに関係していることは素晴らしかったと思います。過去を学び、理解す

ることは現在を評価し、将来の展望のために大変価値のある大切なことです。 

学校交流はプログラムの中でも一番楽しみにしていました。学生たちの英語は完璧ではなく

ても、親切で、一生懸命準備をしてコミュニケーションをはかってくれました。日本のおもてなし

を学び直に体験できました。群馬のテレビ局の取材を受けて経験を話せたことも素晴らしい

体験でした。 

富岡市役所では、富岡製糸場の世界遺産登録による経済効果を学びました。プラス面、マイ

ナス面があるということは印象的でした。富岡製糸場見学での説明では日本人が伝統と歴史

を大切にしていることがわかりました。 

ホームステイでは日常生活や、群馬での勤勉さを見ることができました。ご近所のつながりが

強くお年寄りが多く、日本の高齢化社会をこの町で身近に感じました。また皆さん、とても温

かくおもてなしにあふれていました。たくさん食べて、いつもおなかがいっぱいでした。日本人

の生活を見て、実際に体験できたことがとても素晴らしかったです。 
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５．受入れ側の感想 

 学校交流先大学生 

今回、かけはしプロジェクトに参加してとても良い経験ができました。私は海外へ行っ

たことがないうえ、英語も授業の内容くらいにしか取り組んでいないので、コミュニケ

ーションが取れるか心配でしたが、積極的に話かけてくれ、わかりづらいところは調べ

て日本語に変えたりしてくれたので、ディスカッションなどがスムーズに進みました。

また、参加者の中にも日本語を勉強している人もいて、日本語で話しかけてくれたこと

によって、よりお互いが相手の言語を学ぶ機会になったと思います。だるまの絵付けで

は楽しく工作することができてそれぞれに個性的なだるまを見ることができました。型

にはまらないピカチューやカラフルなだるまがあって面白かったです。外国人とコミュ

ニケーションをトルことは難しかったけれど、とても楽しい一日になりました。 

 

 ホームステイ（大紀町） 

英語があまり得意ではありませんでしたが、手振り身振りである程度伝えることができ

ました。近くのお寺で座禅や華道をしてもらいましたが、このプロジェクトを機会に地

域の人々との連携する機会を得たことで、スムーズな受け入れができました。地域の

人々も「これからも外国の人が来るなら地域で交流したい」と言ってくれました。 

長い間タンスに眠っていた着物を出してきていただきましたが、とても喜んでくれまし

た。着物も喜んでいたでしょう。私の店のスタッフの 1歳の子どもが来たのでバースデ

ーパーティーを開いたことも喜んでくれました。できれば、グループに日本語が話せる

人を配置してもらえるとありがたいと思います。 

 

 ホームステイ（みなかみ町） 

4 名とも個性は違うのに、何にでも真摯な姿勢が見えてよかったです。専攻の内容を聞

いた際もこちらがきちんと理解するまで、丁寧に説明してくれたり、こちらの話しもメ

モを取りながら聞いてくれたりするなど、彼らの真摯な姿勢に非常に感銘を受けました。 

大変楽しく有意義な体験ができました。日系の方々への感心と関心を強く持ちました。

日系の方々を受け入れる機会をもっと持ちたいと思います。 

 

 ホームステイ（みなかみ町） 

大人でしたので、ホストホストファミリーや仲間への気配りもあり、終始和やかで良い

雰囲気でした。訪日団同士のコミュニケーションも図れていた様子です。食事の後片付

けや食器洗いも積極的に２人ずつ交代できれいにしてくれ助かりました。とても上手で

した。日程も余裕があり、温泉にもゆっくりつかり、リラックスできたようで良かった

です。日本食も気に入ってくれて、「菜っ葉」という言葉を知っていることには驚きま

した。毎食残さずに食べてくれてうれしかったです。日本人より気配りのある人たちだ

と思いました。 
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６．参加者の対外発信 

 
 

素晴らしいごちそう！ 三重県伊勢市の皇學館大学の学生と会

って、日本語を学ぶと同時に、少し英語

を教える機会を持ちました！ 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 
 

ソーシャルメディアや日米協会でのイベ

ントを通して日本での体験や気づきを共

有する。また積極的に議会関係者や在米公

館を巻き込む。 

日本製商品の購入を通してブランド商

品への信頼性をさらに広め、アメリカ国

内での日本ブランドの価値を高めるこ

とで、今後のビジネス関係を発展させ

る。 

 


